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教　育　目　標 「　挑　戦　し　高　め　合　う　子　」　

重　点　目　標 進　ん　で　　　共　に　　　鍛　え　る

児童 保護者 教職員

子どもたちは 授業の内容がよくわかる。 ☆ 89% 87% 92% A

子どもたちは
進んで先生に聞いたり自分で調べたりして学習してい
る。

☆ 82% 73% 67% B

子どもたちは 豊浜の歴史や自然について関心がある。 ☆ 80% 85% 75% A

子どもたちは 地域の人たちと学校や地域で関わっている。 ☆ 85% 92% 100% A

子どもたちは
自分の考えを友達に分かりやすく伝えている。（とよはま
言の葉）

85% 73% 67% B

子どもたちは 外国語活動の授業が楽しい。 ☆ 95% 91% 100% A

子どもたちは 友達のことを考えて行動できる。 85% 92% 92% A

子どもたちは
さわやかあいさつ、黙々掃除、感謝の気持ちをもって生
活が、できる。

90% 92% 100% A

子どもたちは 学校が楽しい。 ☆ 91% 93% 100% A

子どもたちは 学校に相談できる人がいる。 ☆ 90% 86% 83% A

子どもたちは
私たちの学級（学校）は、互いにルールを守り、協力する
雰囲気がある。

☆ 90% 92% 100% A

豊浜小には 自慢できることがある。 93% 96% 100% A

子どもたちは
場面に応じて言葉のつかいわけができる。（とよはま言の
葉）

85% 81% 43% Ｂ

子どもたちは 外で元気よく遊んでいる。 93% 93% 100% A

子どもたちは
運動や行事などに自分なりの目標をもって最後まで取り
組んでいる。

89% 97% 100% A

子どもたちは 健康10か条を意識している。 85% 81% 73% B

子どもたちは 自分にはよいところがあると思う。
学
府

82% 97% 100% A

私は 小中一貫教育のよさを感じている。 85% A

子どもたちは
中学校での学習や生活を楽しみにしている。（６年生の
み）

☆ 91% 80% 100% A

私は
豊浜小でめざそうとしている子どもの姿や教育内容につ
いて知っている。

☆ 86% 100% A

豊浜小の教職員は 基礎的な学力が付くように努力している。 95% 100% A

豊浜小の教職員は 個に応じたきめ細かな支援・指導をしている。 ☆ 94% 77% A

豊浜小の教職員は 「挑戦し高め合う子」になるよう支援・指導をしている。 96% 100% A

豊浜小は
学校の規模や地域を生かした特色ある教育活動を行っ
ている。

96% 100% A

豊浜小は
地域・保護者の方に学校の様子など情報をよく公開して
いる。

89% 100% A

　　☆は磐田市共通評価項目

平 成 30 年 度 磐 田 市 立 豊 浜 小 学 校 学 校 評 価 書

目　標　・　取　組 考　察（〇）　・　改　善　策（※）
評
価

進
ん
で

評価　％・・・・・・・自己評価「そう思う」「だいたいそう思う」と回答した人の百分率
　　　　ＡＢＣ・・・・・３者の百分率平均値　Ａ80％以上　Ｂ60～79％　Ｃ60％未満

学校関係者評価委員から

(ア) 「自ら」「関わって」「深く」学び、身に付ける。
(イ)  ふるさと豊浜についてかかわりを深めて学ぶ。
(ウ)　言葉の力を身に付ける。
　　 「とよはま言の葉」の実践
　　　○と もに
　　　○よ いことばで
　　　○は っきりと
　　　○ま っすぐに
(エ)　外国に関心を持ち、英語を使ったコミュニケー
　　　ションに意欲を持つ。

・「『安全』と『安心』を最優先する」「新学習指導要領を見据え、良質な授業・行事を実施する」「一人ひとりを大事にする」「信頼される学校づくりを推進する」という学校経営方針のもと、知・徳・体のバランスのとれた教育を推進す
るとともに、学校教育目標「挑戦し高め合う子」を具現化し、迪を啓く子の育成に努めたい。
・学校評価の結果、学校運営協議会の話合いを受け、平成31年度も学校・家庭・地域が連携した効果的な取組について具体的な手立てを共通理解し、進めていきたい。
・コミュニティ・スクールを基盤としたはまぼう学府一貫教育を推進する。学府の取組の軸となる「自尊感情の涵養」について３校で結果を共有し、学府としての指導に生かしていきたい。

学校関係者評価を
受けてのまとめ

○学校教育活動に対して保護者の理解が得られていることがうかがえる。
※めざす子どもの姿を共有し、児童にとって明日も行きたい学校、保護者・地域住民に
とって学ばせたい学校、教職員にとってここで働き夢を実現したい学校の構築を目指す。
「啓迪」が表す時代の波を生かし豊浜から未来の迪をひらく子の育成をするため、全職員
で学校教育目標の具現化を図る。
※個に応じたきめ細やかな支援・指導の在り方について学び、実践できる教員として生き
て働く資質・能力の育成を図る。
○各種たより・HP・メール配信等での情報提供、保護者・地域ボランティアの活用、地域
学習を継続し、魅力ある学校づくりを推進していく。
※地域とともにある学校づくりを推進するため、引き続きコミュニティ・スクールの効果的な
取組を模索していく。保護者と、地域と、学校外資源と、学府と、「つなぐ」をことを意識し
た教育課程を効果的、効率的に実施していくためにも、地域の教育力を積極的に導入
し、学校教育活動のさらなる充実を図る。

・校長を中心に、「迪啓」を掲げた学校教育
が推進されていることが理解できた。
・全教職員が、全子どものことを知り、一人一
人のことをよく考えているので、信頼関係が
厚いと思う。
・子どもたちの安全を見守る地域防犯ボラン
ティアの方の活動に感謝している。
・学校だよりで地域は学校活動ことを知ること
ができ、身近さを感じる。
･これからも、家庭に地域に子どもに職員に
風通しのよい学校づくりをお願いしたい。

・互いにルールを守り、協力できることはコ
ミュニケーション能力の育成が強化されてい
るからだと思う。子どもたちの健康な心の育
成を引き続きお願いしたい。
・子どもの言葉遣いについては、家庭が果た
す役割が大きい。ＰＴＡとしても学校と協力し
ながら言葉のもつ力の重要性を保護者に発
信していきたい。
・言葉遣いは個によって違う。個別に指導を
要する場合は、場を外して丁寧に話してい
ただきたい。
・子どもが元気は、地域の元気につながる。
登下校時に６年生を中心に大きな声であい
さつする姿や、友達と仲良く関わっている様
子を見かけ、頼もしさを感じる。

〇授業の内容理解に対する子ども、保護者の評価は昨年度より若干下がった。
※学習内容の確かな理解、H32年度からの新学習指導要領の完全実施に向け、付けたい力を明確
にするとともに、子どもたちが見方・考え方を働かせながら主体的・対話的で深い学びとなる授業づく
りに努める。学習内容の確実な定着を目指し、学校と家庭が一体となった指導をしていく。
○子どもたちは豊浜の歴史や自然に関心があるという設問に対する評価が昨年度より下がってい
る。
※豊浜ふるさと学習を中心に様々な場面において地域の人材や素材と主体的に関わる学習を計画
的・意図的に設定するとともに、ふるさと学習室の活用も進めていく。
○「とよはま言の葉」を掲げ、聞くことに加えて話すこと、伝えることの指導を行ってきた。授業やその
他の活動において、自分の思いや考えを伝えたいという意識が高まっている。
○ＡＬＴとの連携、ブニンヨン小学校との交流、新学習指導要領への対応を進め、外国語に対する
興味・関心を高める工夫をしてきた。子どもたちが外国語活動の授業を楽しみにしていることがうか
がえる。
※引き続き「共に学び高め合う子の育成」をテーマとした校内研修を軸に授業改善に努めることで、
「自ら」「関わって」「深く」学ぶ意欲や態度を育てていく。

鍛
え
る

・子ども自らが考え、学ぼうとする学習スタイルの
確立をお願いしたい。内容理解について、家庭学
習の重要性を保護者に理解してもらい、家庭でも
学力向上に向けた取組を意識していただきたい。
・豊浜の歴史や自然に関わる学習は、学校でかな
り進めており、発信もしていると思う。地域の一員と
して子どもたちと共に学ぶ機会があれば嬉しい。
また、子どもたちに地域についてどう思っているの
か聞いてみたい。
・外国語の授業が楽しいと思う子どもが多いことは
素晴らしい。グローバル化社会に対応できる資
質・能力の育成に向け、継続的な指導をお願いし
たい。
・担任が「授業にふさわしい言葉で」と話してい
た。場に応じた言葉の使い分けは、必要である。

○自尊感情の涵養は､学府の取組重点となっており、年々評価が高くなっている。「ナイ
ストライ」を合言葉に児童の表れを称揚してきたこと、児童が創造的活動を生み出す場面
を設けたことの表れだと考える。今後も自尊感情を高める支援を充実していく。
○２学期に６年生が中学校生活に対する５つの質問を中学１年生にしたところ、全員から
回答をもらったことが、中学校生活に対する不安解消と期待値の向上につながっていると
考えられる。学府での連携した取組を今後も進める。

・小規模校で育った子どもが中学校に入学する際
に直面する大きな環境変化に対応できるよう、引
き続き不安感の解消と期待値の向上に向けた取り
組みをお願いしたい。
・中学校入学説明会に参加した際、豊浜小出身
の中学生が声を掛けてくれ、親子共に緊張が和ら
いだ。子ども同士の絆を感じ、嬉しかった。

○楽しい学校生活を送っている児童が多いが、それと同時に悩みや不安を抱えている児
童もいる。
※どの児童にとっても居心地の良い学級、学校となるよう、一人一人を大切にした指導に
心掛けていく。また、支援員やスクールカウンセラー等の専門スタッフと連携をとり、チー
ム豊浜として児童や保護者の思いに寄り添う支援をする。
〇児童会を中心にした朝のあいさつボランティア、年上が範を示す清掃活動は、子どもた
ちの自慢であり、自信を持っている活動である。
※来年度は、本年度のあいさつに加え、清掃と感謝も月のめあてに設定し、学校全体が
一丸となって取り組む活動を意図的、計画的に仕掛けることで児童の心を育てていく。
○ 「学級は互いにルールを守り、協力する雰囲気がある」の項目において、児童の評価
が年々高くなってきている。学級担任がよりよい学級づくりを目指し、日々子どもたちと向
き合っていることの成果が表れていると考えられる。
※単学級の特性を生かした学校、学級経営をしていく。学級においては学期初めに人間
関係プログラムを確実に行い、集団や人間関係づくりの指導を丁寧に行っていく。

○朝や昼の時間に外で元気よく遊んでいる児童が多い。
※朝活動に運動を取り入れる等、からだを動かすことが楽しいと感じる児童を育てていく。
○学府の取組である健康10か条に対する意識が、児童１ポイント、保護者３ポイント、減少した。
※義務教育９年間をとおして望ましい生活習慣を身に付けさせていくためにも、学校で指導していく
こと、家庭で取り組んでいくこと、両者で進めていくことの共通理解を図り、学校と家庭とで連携した
健康十か条の取組を進める。

重
点

評価者

(ア)  元気に運動する。
(イ)　適切な目標をもって努力し、最後まで頑張り抜
　　　く。
(ウ)　良好な生活習慣を身に付ける。

・子どもたちは、日常から元気よく外遊びしてお
り、心も体もたくましく育っていると思う。
・運動場の草が気になるので、地域ボランティア
等活用できないかと思う。
・健康10か条について、睡眠時間が課題になって
いる。時間の使い方について家庭でも考えていき
たい。

家
庭
地
域
と
の
連
携

学校の様子について情報公開することをとおし
て、職員への信頼や教育活動への協力・支援を得
る。

(ア) 中1ギャップの緩和
(イ)  自尊感情の涵養

共
に

(ア)　自他を尊重する。
(イ) 「とよはまっ子の根っこ」を心掛ける。
　　　◎ (さわやか)あいさつ
　　　○ (黙々)そうじ
　　　○ (周りに)感謝
（ウ） 適正な距離(感)を保つ。
(エ)　言葉の力を身に付ける。
　　 「とよはま言の葉」の実践
　　　○と もに
　　　○よ いことばで
　　　○は っきりと
　　　○ま っすぐに

設　　問

小
中
一
貫


